









































































研究会に出られなくなったりもしたが、初開催以来 6年半となる 2012年 12月現在、 21人
のメンバーが毎週土曜日研究会を行なっている。(*で示した人は、現在事情により、一時
休んでいるメンバーである。)
































































































鄭門縞 日本語学 時賓大学校学部生 (4年生) 日去華経・論語 2012年 6月
金賢敬 日本語学 長賓大学校学部生 (3年生) 除華経・論語 2012年 6月
呉慶媛 比較言語学ハワイ大学博士課程 法華経・論語 2012年 7月
朴賛雄 日本語学 崇賓大学校学部生 (1年生) 怯華経・論語 2012年 7月
朴舷宣 日本語学 崇賀大学校学部生 (1年生) 怯華経・論語 2012年 7月
朴賢正
日本語学


































日:内閣文庫所蔵享保 19 年刊『小学句読~ (目 4/398/217)
中村'陽青講述『小学示蒙句解~ (漢籍国字解全書第七)
韓: W翻訳小学~ (1518年)
『小学諺解~ (1587年)
『御製小学諺解~ (1744年)
<六祖法宝壇経>
日:曹漢原本(江戸版本。六祖壇経諸本集成所収)
東大国語研究室蔵『六祖法宝壇経抄』
韓:高麗伝本(六祖壇経諸本集成所収)
『六祖法宝壇経諺解~ (1496年)
<華厳経>
日:京都国立博物館蔵『旧訳華厳経巻 53~ (B甲86.朱点+白点)
法蔵『華厳経探玄記』
*国訳大蔵経
東国大学校訳経院の韓国語訳
<法華経>
日: W心空版倭点法華経~ (1398年重刊本)
『足利本仮名書き法華経~ (1330年奥書)
韓: W法華経諺解~ (1463年)
夏休みや冬休みには平日に一日を決めて特別研究会を行なう。この時は、漢文資料でな
いものを主に扱った。特別研究会で勉強した資料は下記のようなものである。
『司11点聖書~ (1879年)
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. r日本書紀』
『全一道人』
『捷解新語』
その他、翻訳や基礎勉強のために扱ったものを紹介すると以下のとおりである。
-諸橋轍次『論語人物考~ (春陽堂、 1937)
二金文京『漢文と東アジア~ (岩技書庖、 2010)
・鎌田茂雄『華厳の思想~ (講談社、 1988)
・木村清孝『中国華厳思想史研究~ (平楽寺書店、 1997)
6 資料調査
漢文訓読研究会では、 2009年度夏から夏休みと冬休みを利用して日本現地での資料調査
を行なっている。 2011年以後の資料調査は小助川貞次教授(富山大学)の科学研究費のご支
援で、行なわれている。
• 2009年7月内閣文庫小学訓点本調査+東洋文庫論語訓点本調査:
呉美寧、申雄哲、文玄株
• 2010年 1月東洋文庫論語と毛詩訓点本調査:
呉美寧、申雄哲
・2011年7月京都博物館華厳経調査:
呉美寧、朴鎮浩、申雄哲、文玄珠、許仁寧
・2012年2月京都博物館華厳経調査:
呉美寧、朴鎮浩、韓世員、申雄哲、文玄珠、許仁寧
・2012年7月京都博物館華厳経調査:
呉美寧、朴鎮浩、朴夏闇、申雄哲、文玄珠、許仁寧、金賢敬
・2013年 1月京都博物館華厳経調査(予定): 
呉美寧、朴鍍f告、李政範、申雄哲、文玄珠、許仁寧、鄭門鏑、金賢敬
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<資料調査の様子:2011.07. > 
7 今後の方向
研究会の出発当初、口訣学会の参加者は、日本の漢文訓読はもちろんのこと、日本語能
力もほとんどなかったが、現在一部のメンバーは両方において相当な知識を獲得している。
合流した大学院生は、日本語能力を備えていたので、専門書の学習や翻訳をも目指すこと
が可能となった。以上から日本現地での資料調査も可能となり、新しい資料の研究に取り
組むことも可能である。
これからは引き続き、韓国の口訣資料と日本の訓点資料両方についての知識を有する研
究者を積極的に養成することが漢文訓読研究会の第一の目標である。さらに専門の研究者
ではないが、漢文文献及び漢文訓読に興味を持って参加しているメンバーを中心として人
文学の底辺を拡大していくことも研究会の大事な任務である。この二点を調和さ辻ながら
引き続き勉強していくことを心掛けている。
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